
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福田中学校だより 

2023.２.１０発行 

  第１７号 

文責 山鹿 

『福田プライドを育み、夢や希望を実現するための生きる力を高める教育の推進』 

 長崎ランタンフェスティバルもほぼ例年通りの

内容で開催され、無事終わりました。少しずつです

が、新型コロナ流行前の状況が戻りつつあるよう↗ 

↘に感じています。マスク着用の見直し論議も始ま

ったようです。文科省や教委等からの指示がありま

したら随時お知らせしていきたいと思います。 

 新年度からの部活動の入部の際に気を付けていただきたいことがあります。今後、１年生と２年生に長崎県中学
校体育連盟（県中体連）からのチラシを配布する予定です。チラシに掲載されている内容について事前説明します。 
 また、この内容については、今後、生徒の皆さんや保護者の皆さま、関係の皆様に説明していく予定です。 
 

 
 
令和５年度から中体連が主催する大会（中総体・新人大会等）に※地域スポーツ団体等（クラブチーム等）が参加

できることになります。 ※以下「クラブチーム」に略する。 
ただし、競技によって参加条件が違い、参加条件を満たしていない場合は、出場できないことがあるので、クラブ

チームで出場したい場合は、クラブチーム指導者に参加条件を満たしているか確認をしておく必要があります。 
令和５年度は、県中総体や県新人大会に①学校の部活動として参加するか、②クラブチームの一員として参加す

るかを、期限（4/20）までに決める必要があります。 
①学校の部活動として県中総体に参加したい場合 
  →これまで同様、学校の入部方法に従い、部活動に入部する 
②クラブチームの一員として県中総体に参加したい場合 

 →希望する競技のクラブチームの指導者に県中総体出場の意向を伝えて入部する 
  ※クラブチームは、市中総体には出場せず、競技種目別の予選大会等により代表権を得る 
  ※陸上、水泳、体操・新体操については、これまで同様、市中総体へ出場できる 
クラブチームに入った生徒が学校部活動に入部する（逆も）ことは可能であるが、条件があります。 
 →クラブチームと部活動が同じ競技の場合 
  ・二重登録となるため、県中総体予選大会にクラブチームで参加する場合は、 

市中総体には参加できない。逆の場合も同様となる。 
  →クラブチームと部活動が違う競技の場合 
   ・クラブチームの県中総体予選大会と市中総体の開催日が違う場合に限り、どちらにも参加できる。 

県中総体への出場権を得た場合はどちらの競技で出場するかを決める。 

【確認事項】 
 〇クラブチームで参加を希望する場合は、所属するクラブチームが参加登録申請を完了しているかを必ず確認し 

ておいてください。参加条件が満たされていないクラブチームは申請を行っても参加することができません。 
 〇令和５年度の県中総体には、バスケットボール、卓球、剣道（団体）については、現時点で参加条件を満たして 

いる長与町以外のクラブチームは参加できません。 
 〇ラグビーのクラブチーム参入は令和６年度からとなるため、令和５年度は部活動からの参加のみとなります。 
 〇年度途中に、学校部活動からクラブチームへ（逆も同じ）所属を変更する場合には、全国大会（全中）が終了し 

てから市新人大会までの期間（８月末～９月初めごろ）のみ登録変更が可能となります。 
 〇二重登録を防止するため、クラブチーム登録生徒の集約を県中体連が行い、市中体連を通して各学校に登録名 

簿を送付することになっています。 

【今後の行事等の予定】 
11日(土) 建国記念の日 
14日(火) 新入生保護者説明会 
15日(水) １年ＡＥＤ講習会  
16～17日 学年末テスト 
19日(日) 家庭の日 
23日(木) 天皇誕生日 
24日(金) 全校専門委員会 
27日(月) 生活アンケート 
28日(火) 学級専門委員会 

 １月２２日に開催された「第２４回福田ロードレース大会」には、たくさんの生

徒参加や保護者の皆様にご協力いただき、ありがとうございました。中学生の部

の結果は次のとおりでした。バスケット部女子と陸上部男子の健闘に拍手です。 

【女子】第１位 上野花音（バスケ部） 【男子】第１位 森田 海（陸上部） 

第２位 米満美月（バスケ部）     第２位 平本龍雅（陸上部） 

    第３位 太田陽梨（バスケ部）     第３位 川内徹平（陸上部） 

    第４位 白浜美紅（バスケ部）     第４位 當間嗣陽那（陸上部） 

    第５位 柊元珠里（バスケ部）     第５位 三浦勇斗（陸上部） 

    第６位 重松琴子（バスケ部）     第６位 古野真凰（陸上部） 


